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1
　　　　新潟県（湯沢町）の交通の発達　　★高速交通網の発達の影響がわかりますか。 

2
　　　　新潟県の農業　 

★新潟県の農業の特色がわかり，帯グラフ
を作成できますか。 
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（左の資料１に色をぬる） 

（左の資料３にかく） 

（例）新潟県は米の

生産額の割合が全

国に比べて大変高

いので，米づくり

中心の農業である。 

上　越　 

スキー 

1992年 

　10　倍 

新幹線 

採点基準 　　　　 s「スキー客」も可。 
　f「１１倍」も可。 
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水田単作地帯 

右の資料を見て，次の各問いに答えなさい。

a 右の資料は，湯
ゆ

沢
ざわ

町の観光客
かんこうきゃく

数の変化

を示したものである。資料の 新
しん

幹
かん

線
せん

は，

右下の地図の の新幹線である。この新

幹線を何といいますか。

s 資料の湯沢町を訪れる観光客のなかで，

多くをしめている は何を目的とした客

ですか。

d 資料の観光客の総数は，何年まで増加しているか，次

から選びなさい。

［ 1990年　　1992年　　1994年 ］

f 資料の観光客の総数が最も多い年は，最も少ない年の

約何倍ですか。

右の資料を見て，次の各問いに答えなさい。

a 資料１のＡとＢの河
か

川
せん

の下流に

広がる平野を何といいますか。

s 資料１について，生産額が60億

円以上の市町村のすべてを，資料

１に色をぬって示しなさい。

d 資料１の「ある農産物」は，資料

２の米，野
や

菜
さい

，果
か

実
じつ

，花
か

きのいず

れかである。ある農産物とは何か，

書きなさい。 新潟県は米作県。
f 次の統

とう

計
けい

資料は，全国の農業生

産額の割合である。この資料を用

いて，この農産物の順に，資料３

に帯
おび

グラフを完成させなさい。

g 資料２と資料３を比
ひ

較
かく

し

て，新潟県の農業の特色を

簡
かん

潔
けつ

に書きなさい。

h 新潟県は雪が多いため，

冬に耕
こう

作
さく

ができず，dの農

産物の栽
さい

培
ばい

が中心となっている。このような農業地域を何といいますか。

Y

X

X

資料１　ある農産物の生産額
がく

の分
ぶん

布
ぷ

資料２　新
にい

潟
がた

県の農業生産額の割
わり

合
あい

資料３　全国の農業生産額の割合

米23％　野菜24％　果実9％　

花き5％ 畜産29％ その他10％

2004年（「第80次農林水産省統計表」）

湯沢町の観光客数の変化 （湯沢町資料）

組 

番 名  前 

〔暁図書版〕 

解答 新潟県を調べよう 
社会・地理Ⅰ 

a 湯
ゆ

沢
ざわ

町は，東京
とうきょう

都と新
にい

潟
がた

県を結ぶ上
じょう

越
えつ

新
しん

幹
かん

線
せん

，関
かん

越
えつ

自動車道の両方が通っている。

sd 高速交通網
もう

の発達は，所
しょ

要
よう

時間が短
たん

縮
しゅく

されるので，人

やものの行き来が容
よう

易
い

になり，

観
かん

光
こう

業
ぎょう

などの産業に大きな変

化をもたらす。新潟県湯
ゆ

沢
ざわ

町
まち

には，スキー場が多い。

f 1960年が100万人ほど，1992

年が1000万人強。

a Ａの信
しな

濃
の

川
がわ

とＢの阿
あ

賀
が

野
の

川
がわ

の下
か

流
りゅう

域
いき

に広がる越
えち

後
ご

平

野は，低
てい

湿
しつ

な平地なので稲
いな

作
さく

に適している。

dg 新潟県は，冬に大量の雪

が降
ふ

るため，裏
うら

作
さく

がむずかし

い。そのため，他の地
ち

域
いき

に比

べて水田の割
わり

合
あい

も高く，県内

各地で米づくりがさかん。

f 目もりは１％きざみである。

h 新潟県をふくめた，富
と

山
やま

県，

石
いし

川
かわ

県，福
ふく

井
い

県の北
ほく

陸
りく

地方は，

東
とう

北
ほく

地方と同じように，日本

の穀
こく

倉
そう

地
ち

帯
たい

である。

の答え 答えはおもて面にあるよ! 

 

1

2

左下の表は，新潟県の1960年と2004年の工業製品出
しゅっ

荷
か

額
がく

とその割合を示したものである。1960

年の円グラフにならって，表をもとにして，2004年の工業製品の割合を上から順にかき入れ，

円グラフを完成させなさい。

①北陸自動車道

②佐渡島

③柏崎刈羽原子力発電

所

④減反政策（生産調整）

⑤ラムサール条約

2 g

化　学 

金　属 

機　械 

繊　維 

食料品 

その他 

出荷額 

1960年 

0．2兆円 

2004年 

4．6兆円 

26％ 

21 

16 

15 

9 

13

8％ 

17 

42 

3 

14 

16
（平成16年「工業統計表」ほか） 

（例）野菜，果実，花き，畜産

のいずれも，全国の割合より

低く，米が６割以上をしめて

いるので，新潟県の農業は米

作中心といえる。


